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岩
崎 

純
一 

著 

  

『
岩
崎
純
一
全
集
』 

第
三
巻
「
序
説
、
総
記
（
三
）」 

 

岩
崎
純
一
の
活
動
に
関
わ
る
協
力
者
、
参
加
者
に
関
す
る
序
説 

 
編
纂
、
監
修 

 

岩
崎
純
一
学
術
研
究
所
『
岩
崎
純
一
全
集
』
編
纂
局
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巻
頭
言 

  

本
巻
は
、『
岩
崎
純
一
全
集
』
の
第
三
巻
を
成
し
、
岩
崎
の
活
動
に
協
力
・
参

加
す
る
者
に
つ
い
て
述
べ
る
も
の
で
あ
る
。 

 

目
次 

 

巻
頭
言 

 

第
一
編 

協
力
者
、
参
加
者
に
つ
い
て
の
解
説 

第
一
部 

協
力
者
、
参
加
者
の
定
義 

第
二
部 

岩
崎
純
一
及
びIJ

A
I

の
連
絡
先
、
メ
ー
ル
等 

第
三
部 

協
力
者
、
参
加
者
の
リ
ス
ト 

第
二
編 

協
力
者
、
参
加
者
の
登
用 

 
 

第
一
部 

登
用
方
法 

 
 

第
二
部 

登
用
さ
れ
る
者 

 
 

第
三
部 

登
用
さ
れ
な
い
者 

 
 
 

第
一
章 

登
用
さ
れ
な
い
者 

 
 
 

第
二
章 

イ
エ
ロ
ー
リ
ス
ト
、
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
及
び
ブ
ラ
ッ
ク
リ
ス
ト 

第
四
部 

例
外
条
件 

 
 

第
五
部 

特
殊
協
力
者
の
登
用 

 
 
 

第
一
章 

精
神
に
障
害
を
有
す
る
者 

 
 
 

第
二
章 

身
体
に
障
害
を
有
す
る
者 

 
 
 

第
三
章 

一
般
国
民
生
活
と
は
異
な
る
言
語
・
文
字
体
系
、
暦
法
、
度

量
衡
、
慣
習
、
住
居
等
に
よ
っ
て
生
活
す
る
者
（
巫
女
等
） 

 
 

第
六
部 

海
外
か
ら
の
協
力
、
参
加 

 

第
三
編 

「
岩
崎
純
一
総
合
ア
ー
カ
イ
ブ
」（IJ

C
A

）
及
び 

 
 
 
 
 

『
岩
崎
純
一
全
集
』（IJ

C
W

）
の
編
纂
、
監
修
、
管
理
へ
の
協
力
、

参
加 

第
四
編 

「
岩
崎
純
一
学
術
研
究
所
」（IJ

A
I

）
の
運
営
へ
の
協
力
、
参
加 

第
五
編 

「
岩
崎
式
十
進
分
類
法
」（IJ

D
C

）
の
管
理
へ
の
協
力
、
参
加 

第
六
編 

IJ
C

A

及
びIJ

C
W

の
提
供
活
動
へ
の
協
力
、
参
加 

第
一
部 

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
運
営
へ
の
協
力
、
参
加 

第
二
部 

閲
覧
室
の
運
営
へ
の
協
力
、
参
加 

 
 

第
三
部 

書
籍
、
学
術
誌
、
論
文
の
出
版
へ
の
協
力
、
参
加 

第
四
部 

IJ
C

A

・IJ
C

W

へ
の
自
作
の
収
録
の
要
望 

 

第
七
編 

岩
崎
純
一
の
外
部
活
動
（
講
義
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
等
）
へ
の

協
力
、
参
加 

第
八
編 

法
令
に
基
づ
く
表
示 

第
一
部 

「
甲
乙
」
の
定
義 

第
二
部 

「
各
種
の
著
作
物
」
の
定
義 

第
三
部 

民
法
に
基
づ
く
表
示 

第
四
部 

ご
寄
付
・
ご
支
援
（
資
金
提
供
等
）
に
関
す
る
方
針
、 

匿
名
で
の
ご
寄
付
・
カ
ン
パ
・
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
・ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受
け
入
れ
の
辞
退
の
原
則
、 

及
び
相
続
税
法
等
に
基
づ
く
表
示 

第
五
部 

個
人
情
報
保
護
方
針
及
び
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
に

基
づ
く
表
示 
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第
九
編 

個
別
の
活
動
に
係
る
協
力
者
、
参
加
者
向
け
の
内
部
規
程
ま
た
は

注
意
・
留
意
・
表
記
事
項
の
策
定
及
び
そ
の
内
容 

第
一
部 

概
要 

 

第
二
部 

日
本
の
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
ブ
ー
ム
、
脳
ブ
ー
ム
、
超
常
現
象
・

オ
カ
ル
ト
科
学
ブ
ー
ム
、
カ
ル
ト
・
新
宗
教
団
体
等
の
現
状
に

鑑
み
た
、
共
感
覚
等
の
扱
い
に
関
す
る
留
意
事
項 

 

第
三
部 

統
合
失
調
症
、
不
安
障
害
、
解
離
性
同
一
性
障
害
、
発
達
障
害
、

共
感
覚
等
、
国
民
間
で
各
種
の
偏
見
問
題
や
実
在
性
・
信
憑
性

へ
の
疑
義
論
争
が
存
在
す
る
知
覚
様
態
・
精
神
疾
患
に
関
す
る

留
意
事
項 

 

第
四
部 

精
神
疾
患
者
等
の
個
人
情
報
の
扱
い
、
お
よ
び
Ｄ
Ｖ
・
暴
力
・

虐
待
等
の
加
害
者
へ
の
対
策
に
つ
い
て 

 

第
五
部 

公
的
機
関
の
相
談
窓
口
や
警
察
等
へ
の
相
談
・
通
報
の
重
要
性

に
つ
い
て 

 

第
六
部 

IJ
C

A

及
び

IJ
C

W

の
編
集
・
編
纂
の
た
め
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

内
の
女
性
専
用
ス
ペ
ー
ス
、
及
び
、
岩
崎
純
一
と
連
携
し
て
い

る
各
女
性
専
用
施
設
と
そ
の
閲
覧
室
に
つ
い
て 

 

第
七
部 

日
本
共
感
覚
研
究
会
に
関
す
る
留
意
事
項 

 

第
八
部 

超
音
波
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
東
京
に
関
す
る
留
意
事
項 

 

第
九
部 

岩
崎
式
日
本
語
に
関
す
る
留
意
事
項 

 
 

第
十
部 

よ
く
あ
る
ご
質
問
と
回
答 
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二
〇
一
二
年
十
月
十
三
日 

起
筆 

 
二
〇
一
五
年
五
月
十
三
日 

改
定 

二
〇
一
六
年
二
月
十
七
日 

改
定 

二
〇
一
六
年
二
月
二
十
一
日 

公
開 

二
〇
一
七
年
三
月
二
十
六
日 

改
定 

 

二
〇
一
七
年
九
月
二
十
三
日 

改
定 

二
〇
一
八
年
四
月
十
五
日 

改
定 

二
〇
一
九
年
十
月
十
四
日 
最
終
改
定 

  

第
一
編 

協
力
者
、
参
加
者
に
つ
い
て
の
解
説 

  
 

第
一
部 

協
力
者
、
参
加
者
の
定
義 

  

以
下
、
協
力
者
ま
た
は
参
加
者
と
は
、
岩
崎
純
一
の
あ
ら
ゆ
る
活
動
の
い
ず

れ
か
に
協
力
ま
た
は
参
加
す
る
全
て
の
者
の
う
ち
、
岩
崎
か
ら
の
要
請
・
依
頼

を
受
け
て
人
的
研
究
対
象
と
な
っ
た
者
、
岩
崎
が
実
施
す
る
実
験
に
協
力
・
参

加
し
た
者
、
芸
術
作
品
の
モ
デ
ル
・
被
写
体
・
踊
り
手
等
を
務
め
た
者
、
序
巻

で
解
説
す
る
【
8
目
】・
【
9
目
】
そ
の
他
のIJ

C
A

内
の
製
作
物
・
著
作
物
を

提
供
し
た
者
等
、
多
大
な
貢
献
を
し
た
者
を
い
う
。 

こ
の
う
ち
特
別
に
許
可
さ
れ
た
者
は
、
幹
部
ス
タ
ッ
フ
（
第
二
巻
に
述
べ
る

共
同
編
纂
者
や
特
定
女
性
ス
タ
ッ
フ
）
と
し
て
、IJ

C
A

・IJ
C

W

の
編
集
、
編

纂
、
監
修
、
管
理
に
直
接
携
わ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
者
は
、
他
に
職

（
雇
用
形
態
を
問
わ
ず
）
を
持
ち
な
が
ら
、
休
日
等
の
時
間
に
お
い
て
同
活
動

に
、
学
術
的
趣
味
を
動
機
と
し
て
有
償
ま
た
は
無
償
で
協
力
・
参
加
す
る
有
志

の
者
で
あ
る
。 

 

協
力
者
、
参
加
者
を
合
わ
せ
て
協
力
者
等
と
総
称
す
る
。 

 

単
に
岩
崎
宛
に
学
術
的
情
報
を
提
供
す
る
情
報
提
供
者
は
、
別
途
定
め
る
利

用
者
等
の
み
に
含
め
る
も
の
と
す
る
。 

 

岩
崎
か
ら
の
協
力
要
請
を
受
け
て
岩
崎
に
学
術
的
情
報
を
提
供
し
た
の
み
で

あ
る
者
は
、IJ

C
A

・IJ
C

W

の
編
纂
等
の
直
接
的
な
協
力
に
当
た
ら
ず
、
あ
る

い
は
、
当
人
が
岩
崎
に
よ
る
研
究
の
対
象
と
な
っ
た
わ
け
で
も
な
い
た
め
、
協

力
者
に
含
め
ず
、
情
報
提
供
者
と
し
て
利
用
者
等
に
含
め
る
。 

ま
た
、
別
掲
す
る
岩
崎
の
個
人
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
宛
に
心
身
両
面
に
亘
る
個

人
的
な
情
報
・
相
談
・
私
信
を
送
付
し
て
岩
崎
よ
り
回
答
を
得
る
相
談
者
の
う

ち
、
岩
崎
へ
の
協
力
や
後
述
す
る
女
性
専
用
施
設
ま
た
は
閲
覧
室
の
運
営
を
も

合
わ
せ
て
行
う
者
は
協
力
者
等
に
含
め
、
こ
れ
ら
の
施
設
等
へ
の
岩
崎
の
協
力

等
、
具
体
的
な
協
力
要
請
の
み
を
合
わ
せ
て
行
う
者
は
協
力
要
請
者
等
に
含
め
、

私
的
雑
談
の
み
に
と
ど
ま
る
者
は
利
用
者
等
に
含
め
る
。 

概
ね
、
研
究
所
幹
部
ス
タ
ッ
フ
は
協
力
者
等
の
一
部
、
協
力
者
等
は
協
力
要

請
者
等
の
一
部
、
協
力
要
請
者
等
は
利
用
者
等
の
一
部
で
あ
り
、
利
用
者
等
は
、

岩
崎
へ
の
協
力
が
深
ま
る
に
つ
れ
て
順
次
、
協
力
要
請
者
等
、
協
力
者
等
、
幹

部
ス
タ
ッ
フ
へ
と
昇
格
し
て
い
く
。
但
し
、
昇
格
後
の
振
る
舞
い
に
違
法
性
が

な
い
限
り
、
降
格
や
追
放
等
の
処
分
は
な
い
。 

こ
れ
ら
の
人
的
分
類
は
、
岩
崎
か
ら
の
各
人
に
対
す
る
協
力
の
程
度
と
内
容

で
は
な
く
、
各
人
か
ら
の
岩
崎
に
対
す
る
協
力
の
程
度
と
内
容
に
基
づ
い
て
い

る
。
し
か
し
、
岩
崎
は
、
協
力
者
等
に
対
す
る
協
力
・
返
礼
を
行
っ
て
い
る
の
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利
用
者
、 

情
報
提
供
者 

相
談
者 

協
力
要
請
者
、 

研
究
者
、 

実
験
実
施
者
、 

出
版
者 

岩
崎
純
一
（IJ

A
I

、IJ
C

A

、IJ
C

W

、IJ
D

C

の
全
権
保
持
者
）、 

幹
部
ス
タ
ッ
フ 

協
力
者
、 

参
加
者 

は
も
ち
ろ
ん
、
協
力
要
請
者
等
か
ら
の
ほ
と
ん
ど
の
要
請
・
依
頼
に
積
極
的
に

応
じ
て
お
り
、
利
用
者
等
の
み
に
含
ま
れ
る
者
に
対
し
て
も
、
内
容
に
よ
り
協

力
を
惜
し
ま
な
い
。 

 

      

 
 

↓
協
力
、
参
加 

 

↓
協
力
要
請
、
研
究
、
実
験
等 

 

↓
利
用
、
情
報
提
供
等 

 
 

↑
受
入
、
登
用 

 

↑
協
力
、
参
加
、
権
利
譲
渡
等 
 

↑
回
答
、
権
利
情
報
等 

    

 

第
二
部 

岩
崎
純
一
及
びIJ

A
I

の
連
絡
先
、
メ
ー
ル
等 

  

第
二
巻
に
掲
載
。 

 

第
三
部 

協
力
者
、
参
加
者
の
リ
ス
ト 

 

 

閲
覧
希
望
者
は
個
別
に
岩
崎
ま
で
問
い
合
わ
せ
よ
。
ま
た
、
第
一
巻
の
各
活

動
年
表
も
見
よ
。 

 

第
二
編 

協
力
者
、
参
加
者
の
登
用 

  
 

第
一
部 

登
用
方
法 

  

協
力
者
、
参
加
者
の
登
用
は
、
原
則
と
し
て
、
岩
崎
純
一
及
びIJ

A
I

が
知
己

の
中
か
ら
直
接
応
募
す
る
こ
と
に
よ
り
行
う
。
但
し
、
協
力
、
参
加
を
著
し
く

希
望
す
る
一
般
の
者
よ
り
申
込
が
あ
っ
た
場
合
は
、
次
に
掲
げ
る
条
件
等
を
勘

案
し
て
登
用
の
是
非
を
決
定
す
る
。 

  
 

第
二
部 

登
用
さ
れ
る
者 

  

協
力
者
、
参
加
者
と
し
て
登
用
さ
れ
る
に
は
、
次
の
条
件
を
全
て
満
た
し
、

岩
崎
純
一
及
びIJ

A
I

の
許
可
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

● 
 

優
秀
な
学
識
及
び
高
潔
な
品
性
の
双
方
を
有
す
る
と
一
般
に
認
め
ら
れ

る
者 

 

こ
の
優
秀
な
学
識
及
び
高
潔
な
品
性
は
、
派
手
よ
り
も
地
味
、
華
美
よ
り
も

質
素
を
愛
す
る
態
度
に
裏
打
ち
さ
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
簡
素

清
貧
の
趣
が
協
力
・
編
纂
態
度
及
び
編
纂
物
に
現
れ
出
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
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ら
な
い
。 

 
ま
た
、
協
力
者
、
参
加
者
と
し
て
登
用
さ
れ
る
に
は
次
の
者
で
あ
る
こ
と
が

望
ま
し
く
、
該
当
者
は
岩
崎
が
優
先
的
に
協
力
者
、
参
加
者
と
し
て
登
用
す
る
。 

 

● 
 

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
（S

N
S

）
の
ア
カ
ウ
ン

ト
を
有
す
る
か
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
運
営
し
て
い
る
か
、
そ
の
他
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
の
投
稿
可
能
な
あ
ら
ゆ
る
サ
ー
ビ
ス
の
い
ず
れ
か
を
利
用
し
て

い
る
場
合
、
そ
の
全
て
に
お
い
て
実
名
で
（
氏
・
名
の
両
方
を
公
開
し
て
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
活
動
を
行
っ
て
い
る
者 

（
ア
カ
ウ
ン
ト
名
は
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
で
あ
っ
て
も
、
本
文
中
に
実
名
が
あ
れ

ば
可
。） 

  
 

第
三
部 

登
用
さ
れ
な
い
者 

  
 
 

第
一
章 

登
用
さ
れ
な
い
者 

  

次
の
い
ず
れ
か
の
者
は
、
協
力
者
、
参
加
者
と
し
て
認
め
な
い
。 

 

● 
 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
投
稿
可
能
な
あ
ら
ゆ
る
サ
ー
ビ
ス
の
い
ず
れ
か

を
利
用
し
て
い
る
場
合
、
そ
の
全
て
に
お
い
て
実
名
を
公
表
し
て
い
な
い
者 

● 
 

実
名
が
公
に
な
っ
て
い
る
者
（
大
学
教
員
な
ど
）
で
あ
り
な
が
ら
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
は
匿
名
（
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
や
ハ
ン
ド
ル
ネ
ー
ム
）
の
み
で

活
動
し
て
い
る
者 

● 
 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
実
名
と
匿
名
と
を
不
適
切
に
使
い
分
け
て
い
る

者
、
及
び
そ
れ
ら
に
別
々
に
対
応
す
るS

N
S

ア
カ
ウ
ン
ト
を
所
持
し
て
い

る
者 

（
匿
名
で
の
公
的
通
報
、
情
報
提
供
、
学
術
的
相
談
、
私
生
活
上
の
相
談
等

は
除
く
。） 

● 
 

学
術
活
動
の
主
体
で
あ
る
が
、
活
動
の
意
思
が
自
然
人
の
自
由
意
思
に
還

元
さ
れ
ず
、
学
校
法
人
等
の
法
人
の
一
部
ま
た
は
権
利
能
力
な
き
社
団
ま
た

は
民
法
上
の
組
合
の
そ
れ
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
人
間
集
団
（
学
会
、
大
学
の

研
究
室
、
学
術
サ
ー
ク
ル
等
） 

● 
 

岩
崎
純
一
か
ら
出
版
権
や
著
作
隣
接
権
等
の
譲
渡
を
受
け
る
契
約
を
締

結
し
て
岩
崎
の
著
作
物
を
販
売
す
る
な
ど
、
岩
崎
の
著
作
物
の
利
用
に
あ
た

っ
て
岩
崎
と
利
害
関
係
に
あ
る
営
利
企
業
の
使
用
人
（
岩
崎
の
書
籍
の
出
版

社
の
社
員
等
） 

● 
 

反
社
会
的
、
暴
力
的
思
想
ま
た
は
教
義
を
標
榜
す
る
政
治
団
体
、
宗
教
団

体
、
人
権
団
体
の
構
成
員
ま
た
は
そ
れ
に
類
す
る
思
想
ま
た
は
教
義
を
標
榜

す
る
者 

● 
 

暴
力
団
員
、
準
暴
力
団
員
ま
た
は
そ
れ
に
類
す
る
反
社
会
的
、
暴
力
的
活

動
を
行
っ
て
い
る
者 

● 
 

前
科
あ
る
者
の
う
ち
、
刑
法
第
二
十
七
条
及
び
第
三
十
四
条
の
二
に
定
め

る
時
間
の
経
過
に
よ
っ
て
刑
の
言
渡
し
の
効
力
が
消
滅
し
、
刑
の
言
渡
し
に

よ
っ
て
失
っ
た
権
利
及
び
資
格
を
復
権
し
て
い
な
い
者 

● 
 

法
人 
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第
二
章 

イ
エ
ロ
ー
リ
ス
ト
、
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
及
び
ブ
ラ
ッ
ク
リ
ス
ト 

  

第
五
巻
を
見
よ
。 

 

第
四
部 
例
外
条
件 

  

次
の
者
は
、
例
外
的
に
協
力
者
、
参
加
者
と
し
て
の
被
登
用
資
格
を
有
す
る
。 

 

● 
 

岩
崎
純
一
に
は
実
名
を
提
示
し
て
い
る
が
、
日
常
生
活
に
お
い
て
は
、
実

名
の
公
表
が
著
し
く
躊
躇
さ
れ
る
か
、
自
治
体
、
警
察
、
人
権
保
護
団
体
等

か
ら
実
名
の
公
表
を
し
な
い
よ
う
推
奨
さ
れ
て
い
る
、
犯
罪
、
暴
力
、
虐
待

等
の
被
害
者 

● 
 

岩
崎
純
一
と
知
己
の
者
、
交
流
し
て
い
る
巫
女
等
で
、
実
名
以
外
の
職
階

名
、
社
家
名
、
源
氏
名
等
を
有
し
、
こ
れ
を
用
い
て
生
活
し
て
い
る
者 

● 
 

既
婚
女
性
で
あ
る
も
の
の
、
旧
姓
で
学
術
活
動
や
職
務
、S

N
S

、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
投
稿
を
行
っ
て
い
る
者
。
ま
た
は
、
離
婚
し
た
女
性
で
あ
る
も
の

の
、
一
身
上
の
都
合
に
よ
り
元
の
夫
の
姓
で
同
様
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
者
。 

  
 

第
五
部 

特
殊
協
力
者
の
協
力
、
参
加 

  
 
 

第
一
章 

精
神
に
障
害
を
有
す
る
者 

  

精
神
に
障
害
を
有
す
る
者
は
、
被
登
用
条
件
を
満
た
す
限
り
、
協
力
者
、
参

加
者
た
る
資
格
を
、
精
神
障
害
を
理
由
と
し
て
は
失
わ
な
い
。 

  
 
 

第
二
章 

身
体
に
障
害
を
有
す
る
者 

  

身
体
に
障
害
を
有
す
る
者
は
、
被
登
用
条
件
を
満
た
す
限
り
、
協
力
者
、
参

加
者
た
る
資
格
を
、
身
体
障
害
を
理
由
と
し
て
は
失
わ
な
い
。 

  
 
 

第
三
章 

一
般
国
民
生
活
と
は
異
な
る
言
語
・
文
字
体
系
、
暦
法
、
度
量

衡
、
慣
習
、
住
居
等
に
よ
っ
て
生
活
す
る
者
（
巫
女
等
） 

  

一
般
国
民
生
活
と
は
異
な
る
言
語
・
文
字
体
系
（
古
語
、
御
所
言
葉
、
巫
女

言
葉
等
）、
暦
法
、
度
量
衡
、
慣
習
、
住
居
等
に
よ
っ
て
生
活
す
る
者
（
巫
女
等
）

は
、
協
力
者
、
参
加
者
た
る
に
あ
た
っ
て
、
別
途
定
め
る
暦
法
等
の
規
定
に
従

っ
て
、IJ

C
A

及
びIJ

C
W

の
編
纂
、IJ

A
I

の
運
営
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
更
新
、

そ
の
他
の
岩
崎
の
活
動
へ
の
協
力
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
但
し
、
太
陰

太
陽
暦
（
旧
暦
）
を
使
用
し
た
文
芸
等
、
一
部
の
著
作
物
に
つ
い
て
は
こ
の
限

り
で
は
な
く
、
編
纂
や
岩
崎
と
の
デ
ー
タ
交
換
は
古
語
や
旧
暦
等
で
行
っ
て
差

し
支
え
な
い
。 

  
 

第
六
部 

海
外
か
ら
の
協
力
、
参
加 

  

海
外
に
居
住
す
る
日
本
人
及
び
日
本
国
籍
以
外
の
国
籍
を
有
す
る
者
（
居
住

地
を
問
わ
ず
）
は
、
本
巻
で
述
べ
る
協
力
者
、
参
加
者
た
る
こ
と
が
で
き
る
。 
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但
し
、
こ
れ
ら
の
者
は
、
協
力
者
、
参
加
者
た
る
に
あ
た
っ
て
、
利
用
者
等

の
一
員
と
し
て
、
第
五
巻
で
述
べ
る
各
種
の
条
約
や
法
令
の
条
文
や
規
定
、
ク

リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
コ
モ
ン
ズ
・
ラ
イ
セ
ン
ス
等
の
各
種
ラ
イ
セ
ン
ス
の
規
定
、

及
び
、
当
該
個
人
が
居
住
す
る
国
の
法
律
等
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ

か
、
第
六
巻
に
述
べ
る
日
本
語
及
び
日
本
文
化
に
長
じ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

協
力
者
、
参
加
者
と
し
て
登
用
さ
れ
る
可
能
性
と
そ
の
協
力
内
容
は
、
日
本
国

籍
を
有
す
る
日
本
国
居
住
者
（
日
本
人
）
の
協
力
者
、
参
加
者
に
比
し
て
、
大

幅
に
限
定
さ
れ
た
も
の
と
な
る
。 

  

第
三
編 

「
岩
崎
純
一
総
合
ア
ー
カ
イ
ブ
」（IJ

C
A

）
及
び 

 
 
 
 
 

『
岩
崎
純
一
全
集
』（IJ

C
W

）
の
編
纂
、
監
修
、
管
理
へ
の
協
力
、

参
加 

  

協
力
者
、
参
加
者
の
う
ち
、
岩
崎
よ
り
許
可
さ
れ
た
一
部
の
者
は
、IJ

C
A

及

びIJ
C

W

の
編
集
、
編
纂
、
監
修
、
管
理
に
直
接
携
わ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

第
四
編 

「
岩
崎
純
一
学
術
研
究
所
」
（IJ

A
I

）
の
運
営
へ
の
協
力
、
参
加 

 

協
力
者
、
参
加
者
の
う
ち
、
岩
崎
よ
り
許
可
さ
れ
た
一
部
の
者
は
、IJ

A
I

の

運
営
に
直
接
携
わ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

第
五
編 

「
岩
崎
式
十
進
分
類
法
」（IJ

D
C

）
の
管
理
へ
の
協
力
、
参
加 

 

 

協
力
者
、
参
加
者
の
う
ち
、
岩
崎
よ
り
許
可
さ
れ
た
一
部
の
者
は
、IJ

D
C

の

管
理
に
直
接
携
わ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

第
六
編 

IJ
C

A

及
びIJ

C
W

の
提
供
活
動
へ
の
協
力
、
参
加 

 

第
一
部 

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
運
営
へ
の
協
力
、
参
加 

  

協
力
者
、
参
加
者
の
う
ち
、
岩
崎
よ
り
許
可
さ
れ
た
一
部
の
者
は
、IJ

A
I

の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
運
営
、
管
理
、
編
集
、
更
新
に
直
接
携
わ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

こ
れ
ら
を
実
施
す
る
場
所
は
、
次
の
場
所
に
限
る
。 

 

● 
 

各
自
の
自
宅 

● 
 

第
二
部
に
掲
げ
る
施
設
（
女
子
寮
、
女
子
学
生
寮
、
女
性
専
用
シ
ェ
ア
ハ

ウ
ス
、
心
身
障
害
女
性
施
設
、
犯
罪
被
害
女
性
施
設
等
）
の
う
ち
、
岩
崎
が

構
築
し
たIJ

A
I

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
内
の
非
公
開
シ
ス
テ
ム
へ
の
ロ
グ
イ
ン
が

可
能
な
施
設
ま
た
は
そ
の
シ
ス
テ
ム
室 

 

但
し
、
こ
れ
ら
の
女
性
専
用
施
設
に
つ
い
て
は
、
当
然
原
則
と
し
て
、
居
住

女
性
を
中
心
と
す
る
女
性
の
み
が
協
力
者
、
参
加
者
た
る
資
格
を
有
す
る
。
こ

れ
ら
に
特
別
に
出
入
り
す
る
男
性
警
備
員
や
、
加
害
者
た
る
男
性
親
族
等
は
、

そ
の
資
格
を
有
し
な
い
。 

後
述
す
る
閲
覧
室
を
設
置
し
た
寮
母
、
女
性
オ
ー
ナ
ー
、
女
性
ス
タ
ッ
フ
は
、

シ
ス
テ
ム
利
用
権
限
を
有
す
る
協
力
者
、
参
加
者
た
る
こ
と
が
で
き
る
。 
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な
お
、
岩
崎
純
一
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
ほ
か
、
こ
れ
ら
の
女
性
専
用
施
設

の
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
情
報
管
理
シ
ス
テ

ム
、
シ
ス
テ
ム
室
の
機
械
的
構
築
及
び
電
子
的
構
築
を
行
い
、
遠
隔
管
理
を
含

む
管
理
を
行
う
一
方
で
、
施
設
全
体
及
び
後
述
す
る
閲
覧
室
の
運
営
に
は
関
与

し
な
い
。 

 

第
二
部 

閲
覧
室
の
運
営
へ
の
協
力
、
参
加 

  

協
力
者
、
参
加
者
の
う
ち
、
岩
崎
よ
り
許
可
さ
れ
た
一
部
の
者
は
、
第
六
巻

に
定
め
る
通
り
、
次
の
閲
覧
室
や
閲
覧
場
所
の
運
営
、
管
理
に
直
接
携
わ
る
こ

と
が
で
き
る
。 

 

● 
 

IJ
C

A

及
びIJ

C
W

の
う
ち
の
非
公
開
の
製
作
物
・
著
作
物
を
紙
媒
体
ま

た
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
て
閲
覧
で
き
る
環
境
を
整
備
し
、
こ
れ
ら
を
居
住
女

性
に
提
供
し
、
女
子
教
養
と
女
子
生
活
を
充
実
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

岩
崎
に
許
可
を
得
た
寮
母
、
女
性
オ
ー
ナ
ー
、
女
性
ス
タ
ッ
フ
の
手
に
よ
っ

て
、
女
子
寮
、
女
子
学
生
寮
、
女
性
専
用
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
、
心
身
障
害
女
性

施
設
、
犯
罪
被
害
女
性
施
設
等
の
内
部
に
設
置
さ
れ
て
い
る
閲
覧
室
や
閲
覧

場
所
（
多
く
の
場
合
、
他
の
一
般
図
書
も
閲
覧
可
能
な
図
書
室
） 

 

但
し
、
こ
れ
ら
の
女
性
専
用
施
設
に
つ
い
て
は
、
当
然
原
則
と
し
て
、
居
住

女
性
を
中
心
と
す
る
女
性
の
み
が
協
力
者
等
た
る
資
格
を
有
す
る
。
こ
れ
ら
に

特
別
に
出
入
り
す
る
男
性
警
備
員
や
、
加
害
者
た
る
男
性
親
族
等
は
、
そ
の
資

格
を
有
し
な
い
。 

閲
覧
室
を
設
置
し
た
寮
母
、
女
性
オ
ー
ナ
ー
、
女
性
ス
タ
ッ
フ
は
、
当
然
協

力
者
等
た
る
こ
と
が
で
き
る
。 

な
お
、
岩
崎
純
一
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
ほ
か
、
こ
れ
ら
の
女
性
専
用
施
設

の
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
情
報
管
理
シ
ス
テ

ム
、
シ
ス
テ
ム
室
の
機
械
的
構
築
及
び
電
子
的
構
築
を
行
い
、
遠
隔
管
理
を
含

む
管
理
を
行
う
一
方
で
、
施
設
全
体
及
び
閲
覧
室
の
運
営
に
は
関
与
し
な
い
。 

  
 

第
三
部 

書
籍
、
学
術
誌
、
論
文
の
出
版
へ
の
協
力
、
参
加 

 

協
力
者
、
参
加
者
の
う
ち
、
岩
崎
よ
り
許
可
さ
れ
た
一
部
の
者
は
、
第
六
巻

に
定
め
る
通
り
、IJ

C
A

及
び

IJ
C

W

の
一
部
の
出
版
、
刊
行
に
携
わ
る
こ
と

が
で
き
る
。 

但
し
、
第
六
巻
に
述
べ
る
通
り
、
岩
崎
純
一
か
ら
出
版
権
や
著
作
隣
接
権
等

の
譲
渡
を
受
け
る
契
約
を
締
結
し
て
岩
崎
の
著
作
物
を
販
売
す
る
な
ど
、
岩
崎

の
著
作
物
の
利
用
に
あ
た
っ
て
岩
崎
と
利
害
関
係
に
あ
る
営
利
企
業
や
公
益
・

一
般
法
人
、
そ
の
他
の
法
人
、
ま
た
は
そ
れ
ら
の
使
用
人
（
岩
崎
の
書
籍
の
出

版
社
の
社
員
等
）
は
、
こ
こ
で
の
協
力
者
、
参
加
者
に
は
含
め
ず
、
第
四
巻
で

述
べ
る
協
力
要
請
者
等
の
う
ち
の
出
版
者
に
含
め
る
。 

一
方
、
岩
崎
の
著
作
物
を
、
無
償
の
学
術
誌
・
学
会
誌
の
一
部
や
オ
ー
プ
ン

ア
ク
セ
ス
論
文
で
あ
る
ネ
ッ
ト
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
、
別
途
定
め
る
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
・
コ
モ
ン
ズ
・
ラ
イ
セ
ン
ス
等
に
従
っ
て
再
配
布
す
る
者
の
一
部
は
、

こ
こ
で
の
協
力
者
、
参
加
者
に
含
め
る
。 
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第
四
部 

IJ
C

A

・IJ
C

W

へ
の
自
作
の
収
録
の
要
望 

  
IJ

C
A

ま
た
は

IJ
C

W

に
自
ら
の
作
成
物
（
製
作
物
・
著
作
物
）
を
収
録
さ

れ
る
こ
と
を
希
望
す
る
者
は
、
そ
の
旨
を
記
し
た
文
書
（
電
子
メ
ー
ル
を
含
む
）

及
び
当
該
作
成
物
（
電
子
メ
ー
ル
の
添
付
フ
ァ
イ
ル
を
含
む
）
を
岩
崎
に
送
付

す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

但
し
、
収
録
に
あ
た
っ
て
は
、
当
該
作
成
物
がIJ

C
A

及
びIJ

C
W

の
趣
旨

に
適
合
す
る
内
容
及
び
岩
崎
の
学
術
活
動
と
関
わ
り
の
あ
る
内
容
を
有
し
、
収

録
す
る
に
十
分
に
値
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
岩
崎
の
最
終

的
な
許
可
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

  

第
七
編 

岩
崎
純
一
の
外
部
活
動
（
講
義
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
等
）
へ
の
協

力
、
参
加 

  

協
力
者
、
参
加
者
の
う
ち
、
岩
崎
よ
り
許
可
さ
れ
た
一
部
の
者
は
、
岩
崎
純

一
に
よ
る
大
学
、
研
究
機
関
、
各
種
施
設
に
お
け
る
講
演
、
講
義
、
授
業
、
講

話
会
、
座
談
会
ま
た
は
屋
外
活
動
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
等
に
直
接
携
わ
る
こ

と
が
で
き
る
。 

 

具
体
的
な
外
部
活
動
の
う
ち
、
協
力
要
請
者
、
研
究
者
、
実
験
実
施
者
、
出

版
者
か
ら
要
請
・
依
頼
さ
れ
る
も
の
は
第
四
巻
に
、
利
用
者
、
情
報
提
供
者
、

相
談
者
か
ら
要
請
・
依
頼
さ
れ
る
も
の
は
第
五
巻
に
、
そ
れ
ぞ
れ
例
示
・
解
説

し
た
。 

 

第
八
編 

法
令
に
基
づ
く
表
示 

  

二
〇
一
二
年
十
月
十
三
日 

起
筆 

 

二
〇
一
二
年
十
月
二
十
日 

公
開 

 

二
〇
一
七
年
九
月
二
十
三
日 

改
定 

 

二
〇
一
八
年
十
一
月
十
九
日 

改
定 

 

二
〇
一
九
年
十
月
六
日 

最
終
改
定 

 

第
一
部 

「
甲
乙
」
の
定
義 

  

当
ペ
ー
ジ
に
記
載
す
る
「
甲
」
お
よ
び
「
乙
」
と
は
、
下
記
を
意
味
す
る
も

の
と
す
る
。 

 

◆ 

甲
・
・
・
乙
が
行
う
講
義
、
ゼ
ミ
、
特
別
講
座
、
講
演
、
講
話
会
、
学
術
研

究
・
調
査
、
実
験
協
力
、
著
作
物
の
執
筆
・
制
作
等
に
協
力
、
参
加
し
、
ま

た
は
寄
付
等
の
金
銭
的
支
援
を
行
う
、
法
人
格
を
有
し
な
い
団
体
ま
た
は
個

人 

 

◆ 

乙
・
・
・
岩
崎
純
一
（
コ
ン
テ
ン
ツ
や
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
者
）
及
び
岩
崎
純

一
学
術
研
究
所 

 
第
二
部 

「
各
種
の
著
作
物
」
の
定
義 
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第
五
巻
を
見
よ
。 

  
 

第
三
部 

民
法
に
基
づ
く
表
示 

 

岩
崎
純
一
以
外
の
製
作
者
・
著
作
者
の
製
作
物
・
著
作
物
に
つ
い
て
は
、
岩

崎
が
そ
の
作
成
に
著
し
く
関
係
し
た
か
、
あ
る
い
は
研
究
、
利
用
し
た
製
作
物
・

著
作
物
で
あ
っ
て
、
そ
の
製
作
者
・
著
作
者
が

IJ
C

A

へ
の
収
録
を
著
し
く
要

望
し
た
も
の
の
み
を
収
録
す
る
。 

こ
の
場
合
、
製
作
物
ま
た
は
著
作
権
が
化
体
し
た
そ
の
有
体
物
（
物
品
、
芸

術
作
品
等
）
の
財
産
権
・
物
権
・
所
有
権
に
つ
い
て
、
他
の
製
作
者
・
著
作
者

と
岩
崎
と
の
共
有
、
合
有
、
総
有
の
別
を
適
宜
記
載
す
る
。 

 

こ
の
ほ
か
、IJ

C
A

、IJ
C

W

及
び

IJ
A

I

と
民
法
上
の
規
定
と
の
関
係
に
つ

い
て
は
、
主
に
序
巻
を
見
よ
。 

 

第
四
部 

ご
寄
付
・
ご
支
援
（
資
金
提
供
等
）
に
関
す
る
方
針
、 

匿
名
で
の
ご
寄
付
・
カ
ン
パ
・
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
・ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受
け
入
れ
の
辞
退
の
原
則
、 

及
び
相
続
税
法
等
に
基
づ
く
表
示 

  

乙
の
ほ
ぼ
全
て
の
学
術
活
動
（
研
究
、
調
査
、
学
術
資
料
の
無
償
提
供
、
サ

イ
ト
の
運
営
な
ど
）
の
費
用
は
、
乙
の
私
費
、
ま
た
は
乙
に
よ
る
講
義
、
ゼ
ミ
、

執
筆
、
実
験
協
力
な
ど
の
活
動
の
対
価
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
て
い
る
。 

 

そ
の
た
め
、
第
三
者
か
ら
の
ご
寄
付
（
金
銭
的
な
ご
支
援
）
に
つ
い
て
は
、

積
極
的
な
呼
び
か
け
は
行
っ
て
い
な
い
が
、
ご
寄
付
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
メ

ー
ル
に
て
そ
の
旨
の
ご
連
絡
を
頂
き
た
い
。（
ご
氏
名
、
ご
寄
付
予
定
の
金
額
を

ご
記
載
い
た
だ
き
た
い
。） 

そ
の
後
、
本
研
究
所
の
情
報
（
所
在
地
、
電
話
番
号
等
）
及
び
次
の
振
込
先

等
を
明
記
し
た
請
求
書
（
書
面
ま
た
は
電
磁
的
記
録
に
よ
る
書
面
）
や
振
込
・

振
替
用
紙
を
発
行
す
る
。
ご
寄
付
の
前
後
の
各
段
階
及
び
ご
要
望
に
応
じ
て
、

契
約
書
、
領
収
書
等
も
随
時
発
行
す
る
。 

（
第
五
巻
に
述
べ
る
通
り
、
著
作
権
使
用
料
等
が
発
生
す
る
場
合
も
、
同
口
座

へ
の
お
振
込
を
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。） 

 

◆ 

三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
、
三
井
住
友
銀
行
、
み
ず
ほ
銀
行
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
、

振
替
口
座
（
従
来
の
郵
便
振
替
と
同
様
の
方
法
） 

普
通
・
当
座
の
別 

口
座
番
号 

●
●
●
●
●
（
ご
連
絡
を
頂
い
た
の
ち
に
提
示
。） 

口
座
名
義 

●
●
●
●
●
（
ご
連
絡
を
頂
い
た
の
ち
に
提
示
。） 

  

無
論
こ
の
ほ
か
、
第
四
巻
の
記
載
事
項
に
従
っ
て
乙
に
更
な
る
仕
事
を
ご
依

頼
い
た
だ
く
こ
と
自
体
も
、
ご
寄
付
と
同
じ
く
あ
り
が
た
い
ご
支
援
と
な
る
。 

 

甲
が
乙
に
対
し
明
確
に
「
寄
付
」
の
意
思
お
よ
び
名
目
に
よ
っ
て
金
銭
的
支

援
を
行
う
場
合
、
民
法
や
各
種
の
税
法
（
と
り
わ
け
相
続
税
法
に
お
け
る
相
続

税
・
贈
与
税
等
の
規
定
）
等
に
従
っ
た
書
面
を
取
り
交
わ
し
、
処
理
す
る
も
の

と
す
る
。
ま
た
、
甲
が
乙
に
対
し
、
講
演
や
執
筆
等
の
直
接
的
な
依
頼
と
謝
礼
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等
の
支
払
い
で
は
な
く
、
目
的
・
用
途
を
指
定
し
な
い
金
銭
的
支
援
を
希
望
す

る
場
合
も
、
寄
付
の
扱
い
と
し
て
同
様
に
処
理
す
る
も
の
と
す
る
。 

 

但
し
、
乙
の
事
業
の
学
術
性
、
独
立
性
、
非
営
利
性
、
理
念
な
ど
に
鑑
み
、

金
融
商
品
取
引
法
や
資
金
決
済
に
関
す
る
法
律
等
が
適
用
さ
れ
る
投
資
型
ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
該
当
す
る
（
を
要
求
す
る
）
匿
名
で
の
ご
寄
付
に
つ

い
て
は
、
原
則
と
し
て
受
領
を
拒
否
す
る
。
ま
た
、
寄
付
型
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
で
あ
っ
て
も
、
寄
付
者
が
不
明
で
あ
る
も
の
は
原
則
と
し
て
受
け
付

け
な
い
。 

従
っ
て
、
乙
へ
の
ご
寄
付
を
要
望
さ
れ
る
場
合
、
事
前
ま
た
は
事
後
に
、
ご

氏
名
、
ご
住
所
お
よ
び
電
話
番
号
を
お
知
ら
せ
い
た
だ
き
た
い
。
但
し
、
店
頭

で
の
物
品
の
購
入
な
ど
、
乙
に
自
身
の
購
入
者
（
寄
付
者
）
と
し
て
の
個
人
情

報
を
知
ら
せ
る
必
要
の
な
い
方
法
で
事
実
上
の
寄
付
・
支
援
を
行
っ
た
場
合
（
購

入
型
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
含
む
）
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

ま
た
、
乙
の
活
動
の
一
端
を
担
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
お
申
出
は
、
匿
名
で
な

い
限
り
受
け
入
れ
て
い
る
が
、
謝
金
以
外
の
方
法
で
必
ず
特
典
を
提
供
し
て
い

る
。（IJ

C
W

の
岩
崎
の
歌
集
の
現
代
語
訳
に
ご
協
力
下
さ
っ
た
方
々
に
対
し
て

は
、
岩
崎
が
私
蔵
す
る
歌
書
・
古
典
を
無
償
で
貸
し
出
し
て
い
る
な
ど
。） 

昨
今
、
一
般
市
民
の
間
で
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
が
急
速
に
盛
ん
と
な
っ
て
お
り
、
国
や
自
治
体
、
企
業
も
、
自
然
災
害
や
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
の
機
会
を
利
用
し
て
極
端
な
利
他

主
義
・
共
同
体
主
義
と
無
償
労
働
奉
仕
を
推
奨
す
る
傾
向
に
あ
る
。
ま
た
、
一

般
市
民
た
ち
自
身
の
間
で
も
、
寄
付
行
動
や
無
償
労
働
奉
仕
を
善
し
と
し
て
称

賛
す
る
風
潮
が
出
来
上
が
っ
て
き
た
。 

そ
の
よ
う
な
風
潮
の
中
、
岩
崎
・IJ

A
I

の
活
動
に
対
し
て
も
、
募
集
を
行
っ

て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
し
ば
し
ば
匿
名
で
、
自
己
犠
牲
的
に
、
没
個
性

的
に
、
一
方
的
に
、
寄
付
・
支
援
を
行
お
う
と
す
る
方
々
が
現
れ
て
い
る
。 

し
か
し
、IJ

A
I

ス
タ
ッ
フ
の
登
用
方
針
を
ご
覧
い
た
だ
い
て
も
お
分
か
り
の

よ
う
に
、
岩
崎
とIJ

A
I

は
、
岩
崎
とIJ

A
I

の
活
動
に
対
す
る
匿
名
で
の
（
身

分
を
隠
匿
し
て
の
）
参
加
協
力
を
排
除
し
て
い
る
。
我
々
（
岩
崎
お
よ
びIJ

A
I

ス
タ
ッ
フ
）
の
活
動
は
、
誰
か
の
生
活
の
犠
牲
の
上
に
成
り
立
つ
べ
き
で
な
い

し
、
ま
た
、
極
端
な
利
他
主
義
・
共
同
体
主
義
が
極
端
な
利
己
主
義
・
個
人
主

義
に
同
一
で
あ
る
こ
と
へ
の
認
識
の
な
い
者
を
受
け
入
れ
る
だ
け
の
余
裕
と
寛

容
さ
を
持
た
な
い
。
こ
の
方
針
は
、
資
金
調
達
面
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。 

 

第
五
部 

個
人
情
報
保
護
方
針
及
び
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
に

基
づ
く
表
示 

  

第
五
巻
を
見
よ
。
但
し
、「
甲
乙
」
は
、
前
述
の
協
力
者
、
参
加
者
と
し
て
の

そ
れ
ら
に
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 

第
九
編 

個
別
の
活
動
に
係
る
協
力
者
、
参
加
者
向
け
の
内
部
規
程
ま
た
は
注

意
・
留
意
・
表
記
事
項
の
策
定
及
び
そ
の
内
容 

  
二
〇
一
二
年
十
月
十
三
日 

起
筆 

 

二
〇
一
二
年
十
月
二
十
日 

公
開 

 

二
〇
一
五
年
五
月
十
三
日 

改
定 
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二
〇
一
七
年
六
月
十
日 

最
終
改
定 

 
二
〇
一
七
年
九
月
二
十
三 

最
終
改
定 

 
第
一
部 

概
要 

  

第
五
巻
を
見
よ
。 

  
 

第
二
部 

日
本
の
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
ブ
ー
ム
、
脳
ブ
ー
ム
、
超
常
現
象
・

オ
カ
ル
ト
科
学
ブ
ー
ム
、
カ
ル
ト
・
新
宗
教
団
体
等
の
現
状
に
鑑

み
た
、
共
感
覚
等
の
扱
い
に
関
す
る
留
意
事
項 

  

第
五
巻
を
見
よ
。 

な
お
、
協
力
者
、
参
加
者
と
し
て
登
用
さ
れ
る
者
は
、
当
該
留
意
事
項
を
的

確
に
理
解
し
、
適
切
に
運
用
で
き
る
者
に
限
ら
れ
る
。 

 

 

第
三
部 

統
合
失
調
症
、
不
安
障
害
、
解
離
性
同
一
性
障
害
、
発
達
障
害
、

共
感
覚
等
、
国
民
間
で
各
種
の
偏
見
問
題
や
実
在
性
・
信
憑
性
へ

の
疑
義
論
争
が
存
在
す
る
知
覚
様
態
・
精
神
疾
患
に
関
す
る
留
意

事
項 

  

第
五
巻
を
見
よ
。 

な
お
、
協
力
者
、
参
加
者
と
し
て
登
用
さ
れ
る
者
は
、
当
該
留
意
事
項
を
的

確
に
理
解
し
、
適
切
に
運
用
で
き
る
者
に
限
ら
れ
る
。 

 

 

第
四
部 

精
神
疾
患
者
等
の
個
人
情
報
の
扱
い
、
お
よ
び
Ｄ
Ｖ
・
暴
力
・
虐

待
等
の
加
害
者
へ
の
対
策
に
つ
い
て 

 

精
神
病
理
学
・
精
神
疾
患
研
究
関
連
の
巻
の
「
精
神
疾
患
者
等
の
個
人
情
報

の
扱
い
」、
及
び
「
Ｄ
Ｖ
・
暴
力
・
虐
待
等
の
加
害
者
へ
の
対
策
に
つ
い
て
」
を

見
よ
。 

 

 

第
五
部 

公
的
機
関
の
相
談
窓
口
や
警
察
等
へ
の
相
談
・
通
報
の
重
要
性
に

つ
い
て 

  

第
五
巻
を
見
よ
。 

な
お
、
協
力
者
、
参
加
者
と
し
て
登
用
さ
れ
る
者
は
、
当
該
重
要
性
を
的
確

に
理
解
し
、
適
切
に
運
用
で
き
る
者
に
限
ら
れ
る
。 

  
 

第
六
部 

IJ
C

A

及
びIJ

C
W

の
編
集
・
編
纂
の
た
め
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
内

の
女
性
専
用
ス
ペ
ー
ス
、
及
び
、
岩
崎
純
一
と
連
携
し
て
い
る
各

女
性
専
用
施
設
と
そ
の
閲
覧
室
に
つ
い
て 

  

第
五
巻
を
見
よ
。 

な
お
、
協
力
者
、
参
加
者
と
し
て
当
該
ス
ペ
ー
ス
の
運
営
ス
タ
ッ
フ
に
登
用

さ
れ
る
女
性
は
、
当
該
ス
ペ
ー
ス
及
び
施
設
の
意
義
を
的
確
に
理
解
し
、
適
切

に
運
用
で
き
る
者
に
限
ら
れ
る
。 
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第
七
部 

日
本
共
感
覚
研
究
会
に
関
す
る
留
意
事
項 

 

日
本
共
感
覚
研
究
会
で
は
、
共
感
覚
そ
の
も
の
の
研
究
よ
り
も
、
共
感
覚
を

巡
っ
て
起
き
て
い
る
社
会
現
象
（
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
ブ
ー
ム
や
霊
感
商
法
）

の
社
会
学
的
追
究
に
注
力
す
る
。 

 

研
究
会
の
各
ペ
ー
ジ
に
記
載
し
て
い
る
各
規
程
、
注
意
事
項
、
調
査
報
告
を

見
よ
。 

 

 

第
八
部 

超
音
波
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
東
京
に
関
す
る
留
意
事
項 

 

超
音
波
知
覚
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
東
京
に
関
す
る
著
述
内
の
以
下
の
解
説
を
見

よ
。 

● 

【
注
意
勧
告
】
当
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
疑
似
科
学
団
体
や
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
犯
罪

被
害
者
団
体
と
友
好
関
係
に
あ
る
か
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
事
例
に

対
す
る
注
意
勧
告
、
お
よ
び
統
合
失
調
症
や
妄
想
性
障
害
の
既
往
歴
・
現
病

歴
の
確
認
の
お
願
い 

● 

報
告
者
、
注
意
事
項
「
や
っ
て
い
い
こ
と
、
や
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
」、

最
低
限
の
物
理
学
的
知
識
の
学
習
の
お
願
い 

 

 

第
九
部 

岩
崎
式
日
本
語
に
関
す
る
留
意
事
項 

 

岩
崎
式
日
本
語
に
関
す
る
著
述
内
の
以
下
の
解
説
を
見
よ
。 

● 

言
語
の
概
要
と
研
究
会
（
岩
崎
式
日
本
語
に
触
れ
て
い
た
だ
く
際
の
注
意
点
） 

● 

岩
崎
式
日
本
語
の
使
用
者
の
方
々
向
け
の
注
記 

  
 

第
十
部 

よ
く
あ
る
ご
質
問
と
回
答 

  

二
〇
一
四
年
六
月
十
四
日 

起
筆 

 

二
〇
一
六
年
二
月
二
十
一
日 

公
開 

 

二
〇
一
七
年
九
月
二
十
三
日 

最
終
更
新 

 

▼ 

Q. 

私
は
、
岩
崎
さ
ん
が
考
案
さ
れ
た
岩
崎
式
日
本
語
で
手
記
を
綴
っ
て

い
ま
す
が
、
今
後
十
年
か
ら
数
十
年
は
男
性
に
（
岩
崎
純
一
さ
ん
に
も
）
知

ら
れ
た
く
な
い
内
容
で
（
性
被
害
や
性
依
存
体
験
）
、
年
月
が
経
っ
て
か
ら

岩
崎
さ
ん
に
譲
渡
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
岩
崎
さ
ん
に
申
し

訳
な
く
、
心
苦
し
い
の
で
す
が
、
そ
も
そ
も
こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
が
許
さ
れ

る
の
で
し
ょ
う
か
？ 

（
類
似
の
ご
質
問
の
中
か
ら
一
例
を
挙
げ
、
原
文
マ
マ
） 

 

● 

A. 

も
ち
ろ
ん
許
さ
れ
ま
す
。
私
に
対
し
て
、
申
し
訳
な
く
、
心
苦
し
く

お
思
い
に
な
る
必
要
も
あ
り
ま
せ
ん
。 

岩
崎
式
日
本
語
の
ご
使
用
に
あ
た
っ
て
は
、
「
岩
崎
式
日
本
語
で
記
述
し

た
文
書
は
全
て
考
案
者
の
岩
崎
純
一
に
開
示
・
譲
渡
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
い
っ
た
規
則
は
あ
り
ま
せ
ん
（
私
自
身
が
そ
の
よ
う
な
規
則
を
設
け
て
い

ま
せ
ん
）
の
で
、
開
示
・
譲
渡
の
有
無
や
時
期
な
ど
は
ご
自
身
で
自
由
に
お
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決
め
下
さ
っ
て
か
ま
い
ま
せ
ん
。 

た
だ
し
、
岩
崎
式
日
本
語
は
、
人
間
の
各
種
の
精
神
・
身
体
症
状
を
文
法

に
「
生
き
写
し
」
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
特
殊
な
哲
学
的
人
工
言
語
で

す
の
で
、
使
用
者
の
方
々
と
考
案
者
で
あ
る
私
と
の
間
で
運
用
上
の
相
違
点

が
生
じ
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
も
し
文
法
に
関
す
る
迷
い
や
不
安
が
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
、
な
る
べ
く
ご
相
談
い
た
だ
け
ま
す
と
あ
り
が
た
い
で
す
。 

 

▼ 

Q. 

私
は
、
あ
る
教
派
神
道
系
の
宗
教
（
天
理
教
、
黒
住
教
、
金
光
教
な

ど
）
の
一
つ
に
属
す
る
者
で
す
。
岩
崎
さ
ん
が
考
案
・
開
発
さ
れ
た
岩
崎
式

日
本
語
や
寿
羅
穂
里
阿
文
明
（
岩
崎
式
文
明
論
）
、
そ
の
他
の
神
道
・
仏
教

関
係
の
内
容
は
、
日
本
神
道
、
大
乗
仏
教
（
中
観
派
・
唯
識
派
）、
曹
洞
宗
、

ニ
ー
チ
ェ
・
ベ
ル
ク
ソ
ン
哲
学
、
実
存
・
構
造
主
義
哲
学
、
数
理
論
理
学
、

量
子
力
学
、
ご
自
身
の
共
感
覚
な
ど
を
も
と
に
造
ら
れ
て
い
る
と
あ
り
、
お

知
り
合
い
の
巫
女
の
方
々
が
追
加
で
創
作
さ
れ
て
い
る
岩
崎
式
言
語
体
系

ペ
デ
ィ
ア
や
寿
羅
穂
里
阿
巫
女
神
道
も
、
岩
崎
さ
ん
の
哲
学
を
踏
襲
さ
れ
て

い
る
か
と
思
い
ま
す
。
実
際
に
岩
崎
さ
ん
は
、
今
の
教
派
神
道
系
の
宗
教
や

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
ブ
ー
ム
、
共
感
覚
セ
ラ
ピ
ー
な
ど
に
極
め
て
批
判
的
な

態
度
を
と
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
り
、
ご
自
身
の
活
動
に
お
い
て
関
わ
り
を
拒
否

な
さ
っ
た
り
、
活
動
か
ら
排
除
し
よ
う
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
私
は
ど

う
し
て
も
岩
崎
さ
ん
の
一
部
の
ご
思
想
に
共
鳴
し
て
い
ま
す
。
岩
崎
さ
ん
の

ご
活
動
に
協
力
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
は
可
能
で
し
ょ
う
か
？ 

（
類
似
の
ご
質
問
の
中
か
ら
一
例
を
挙
げ
、
原
文
マ
マ
） 

 

● 

A. 

ご
希
望
者
様
に
精
神
的
に
満
足
し
て
い
た
だ
け
る
（
ご
協
力
が
苦
に

な
ら
な
い
）
よ
う
で
し
た
ら
、
ご
協
力
下
さ
る
こ
と
は
可
能
で
す
。 

こ
れ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
大
変
難
し
い
問
題
で
す
が
、
私
の
側
の
受
け
入

れ
態
勢
や
規
則
よ
り
も
、
ご
希
望
者
様
の
精
神
の
問
題
、
満
足
度
の
問
題
に

な
る
と
考
え
ま
す
。 

私
の
活
動
に
ご
協
力
下
さ
る
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
カ
ル
ト
教
団
の
信
者

や
反
社
会
勢
力
・
暴
力
団
の
構
成
員
・
準
構
成
員
な
ど
を
除
き
、
最
初
か
ら

あ
か
ら
さ
ま
に
排
除
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
同
じ
教
派

神
道
系
の
宗
教
教
団
と
言
っ
て
も
、
神
道
行
政
が
成
立
さ
せ
た
神
道
大
教
や
、

神
社
そ
の
も
の
を
崇
敬
す
る
（
特
定
の
教
祖
を
崇
拝
し
な
い
）
神
宮
教
・
出

雲
大
社
教
な
ど
は
、
私
の
教
派
神
道
系
教
団
批
判
の
対
象
か
ら
は
除
か
れ
る

べ
き
性
質
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
随
時
明
記
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

私
個
人
は
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
人
間
集
団
（
国
家
・
政
府
、
宗
教
・
教
団
、

暴
力
団
な
ど
）
の
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
で
あ
り
、
特
定
の
団
体
に
差
別
・
偏
見
が

あ
る
わ
け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。 

た
だ
し
、
私
が
案
じ
て
い
る
点
は
い
く
つ
も
あ
り
ま
す
。 

例
え
ば
、
岩
崎
式
日
本
語
文
法
や
寿
羅
穂
里
阿
文
明
の
文
明
史
観
が
前
提

し
て
い
る
「
異
世
界
の
非
在
」
な
ど
は
、
教
派
神
道
系
教
団
の
信
者
や
ス
ピ

リ
チ
ュ
ア
ル
系
集
団
・
個
人
の
信
者
と
言
わ
ず
と
も
、
昨
今
の
葬
式
仏
教
、

と
り
わ
け
浄
土
教
系
仏
教
（
浄
土
教
、
浄
土
宗
、
浄
土
真
宗
）
の
信
者
に
と

っ
て
も
耐
え
ら
れ
な
い
思
想
で
あ
る
よ
う
で
す
。
異
世
界
の
非
在
と
い
う
の

は
、
分
か
り
や
す
く
申
し
上
げ
ま
す
と
、「
霊
界
・
天
界
や
前
世
・
現
世
（
厳

密
に
は
こ
れ
も
含
み
ま
す
）
・
来
世
、
極
楽
・
浄
土
・
あ
の
世
・
仏
国
土
と
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呼
ば
れ
て
い
る
も
の
は
、
宇
宙
の
ど
こ
に
も
物
理
的
に
実
在
せ
ず
、
あ
く
ま

で
も
宗
教
学
上
や
思
考
実
験
上
の
方
便
で
あ
る
」
と
い
う
考
え
方
の
こ
と
で

す
。 中

観
派
・
唯
識
派
の
思
想
や
ニ
ー
チ
ェ
哲
学
の
永
劫
回
帰
・
運
命
愛
思
想

に
昔
か
ら
親
し
ん
で
い
る
私
の
よ
う
な
人
間
に
と
っ
て
は
、
こ
の
よ
う
な

「
異
世
界
の
非
在
」
性
の
感
受
・
甘
受
は
全
く
困
難
な
こ
と
で
は
な
い
と
感

じ
ら
れ
ま
す
。 

そ
れ
に
私
は
、
量
子
力
学
、
量
子
論
、
素
粒
子
物
理
学
、
宇
宙
地
球
電
磁

気
学
、
超
数
学
、
量
子
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
研
究
な
ど
の
愛
好
家
・
ウ
ォ
ッ
チ

ャ
ー
で
す
が
、
こ
れ
ら
を
正
し
く
理
解
し
て
い
れ
ば
、
例
え
ば
、
一
部
の
教

派
神
道
系
教
団
や
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
共
感
覚
セ
ラ
ピ
ス
ト

ら
に
見
ら
れ
る
「
霊
力
や
共
感
覚
に
よ
っ
て
、
こ
の
不
条
理
な
社
会
か
ら
人

間
の
魂
を
救
い
出
し
、
死
後
に
平
和
な
霊
界
や
来
世
に
送
り
込
め
る
」
と
い

っ
た
主
張
そ
の
も
の
が
生
じ
ま
せ
ん
。 

ち
な
み
に
、
こ
の
よ
う
な
「
転
生
」
思
想
は
、
か
つ
て
の
オ
ウ
ム
真
理
教

の
「
ポ
ア
」
の
思
想
と
全
く
同
一
で
あ
る
と
私
は
解
釈
し
ま
す
。
従
っ
て
、

こ
の
よ
う
な
主
張
に
よ
っ
て
私
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
来
ら
れ
る
方
々
に
つ

い
て
は
、
共
同
活
動
を
お
断
り
し
て
お
り
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
私
の
方
針
・
思
考
内
容
が
と
て
も
信
じ
ら
れ
な
か
っ
た
り
、

こ
の
よ
う
な
思
考
様
式
に
慣
れ
て
い
な
か
っ
た
り
す
る
個
人
の
方
は
、
所
属

教
団
に
関
係
な
く
、
私
の
各
種
の
哲
学
的
創
作
活
動
に
ご
参
加
い
た
だ
く
こ

と
は
現
実
的
に
難
し
い
の
で
は
な
い
か
と
案
じ
ま
す
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
し

ば
ら
く
し
て
私
の
も
と
を
離
れ
て
行
か
れ
た
方
、
難
し
い
学
問
的
思
考
に
手

を
出
さ
ず
サ
イ
ト
を
閲
覧
す
る
だ
け
の
ほ
う
が
結
局
は
楽
し
か
っ
た
と
い

う
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。 

こ
う
い
っ
た
点
だ
け
は
、
ご
念
頭
に
置
い
て
い
た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
い

で
す
。 

  


